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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、金ナノ粒子間に形成されたナノメートルサイズのギャップを利用したバイ

オセンサの開発に取り組んだ。チオールと金の化学吸着を利用することで金ナノ粒子を二

次元配列させた膜の作製に成功した。さらに、導電性高分子形成と金ナノ粒子生成を一度

に行うことでワンステップでの粒子間ナノギャップ作製を実現することができた。得られ

たナノギャップのセンサ適応を行った結果、DNA やグルコースの電気化学的検出が可能

になった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  We have worked in research and development of biosensor using nanogap formed 
between adjacent gold nanoparticle (AuNP). A two-dimensional AuNP array was 
successfully fabricated by effectively utilizing chemical adsorption of thiol molecule 
and gold. Moreover, one-step preparation of nanogap was achieved by producing 
conductive polymer and AuNP at once. The obtained nanogap between AuNPs enabled 
us to electrochemically detect DNA and glucose. 
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１．研究開始当初の背景 

DNA チップは病気に関連する遺伝子の研
究、ゲノム創薬やテーラーメイド医療の実現
において不可欠なツールであり、いかにして
装置およびチップのコストを低減し検出感
度や操作性を向上させるかが課題となって
いる。従来の DNA 診断は、配列の分かって

いるプローブDNAを基板上に固定したチッ
プを利用し、蛍光ラベル化したターゲット
DNA の添加により相補するプローブへの結
合量を蛍光シグナル強度として読み取る方
式で行われている。しかし、この方法はマニ
ピュレーターや蛍光スキャナなどの特殊な
装置を必要とし、チップ作製から検出までの
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